




京急本線（泉岳寺駅～新馬場駅間）連続立体交差事業
東京都を事業主体として、京浜急行本線の泉岳寺駅から新馬場

駅までの約1.7km 区間の道路と鉄道の連続的な立体交差化を進

めています。これにより、3か所の踏切を除却。渋滞の緩和や事

故の削減などを目指しています。

品川駅総合改善事業
線 路 の 増 設（ 2 面 4 線

化）、自由通路に面した

駅舎の配置、ホームドア

設置、昇降施設の増設な

どを実施。利便性や安全

性の向上を図ります。

羽田空港第 1・第2ターミナル駅 引上線
羽田空港の国際競争力強化に向けた取り組みと

して、列車の入れ替えを行う引上線の工事を国

土交通省関東地方整備局、東京航空局とともに

進めています。

泉岳寺駅地区第二種市街地再開発事業
東京都が施行する「泉岳寺駅地区第二種市街地

再開発事業」に、東急不動産と京急電鉄で構成

されるコンソーシアムが特定建築者として参画

しています。羽田・成田空港の利用客が行き交

う泉岳寺駅周辺において、鉄道施設や幹線道路

などの都市基盤と一体的なまちづくりを進める

べく、泉岳寺駅コンコース接続による駅機能強

化などを実施予定です。
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駅の概 念から抜け出した
「 新 た な え き ま ち 」 品川駅街区地区（南街区）における開発計画

東西南北移動しやすく乗り換えも快適に

電車を降りてから目的地まで、もっと快適に。歩行者ネットワークの再編・拡充により、

駅のどちら側へもスムーズに行き来できるようになります。また、京急線、JR 線、リニ

ア中央新幹線、東海道新幹線、バス、タクシー、地下鉄や新たなモビリティなどをシー

ムレスにつなぐ昇降施設などを整備することで、交通結節機能をより強化します。

個性ある周辺のまちをつな

ぎ、多様な交通モードを結び、

時代を先取りする「新たな価

値」を生み出す空間を創出し

ます。

世界中から人が集まる新しい出会いと創造の拠点づくり

多様な人々が出会い、新しい価値の創出・発信に取り組む拠点として「ダイ

バーシティプラットフォーム」を整備。多主体協働プロジェクトを生み出す

「ビジネス交流施設」や、新技術・新製品等を生み出す「ビジネス協働支援施設」

を設置し、価値創出を推進します。

品川で進むプロジェクト

▶羽田空港方面と横浜方面のホームが　

　分離されて電車に乗りやすくなる

▶大きい荷物を持った状態での移動が

　しやすくなる

▶羽田引上線の工事完了と併せて、

　羽田空港方面の電車が増便される

ここが便利に 

自由通路の延伸
※他事業

自由通路の新設
※他事業

自由通路の新設
※他事業

ダイバーシティプラットフォーム

駅の地平化

泉岳寺方面

下りホーム

上りホーム

コンコース階段

JR 乗換口

羽田方面
横浜方面

品川駅西口地区や駅街区地区のほか、様々な形で品川のまちをつくるプロジェクトを推進しています。

約
11m

約
11m

ホームドア設置

羽田空港第 2 ターミナル

羽田空港第 1・第 2 ターミナル駅

P4 駐車場

P3 駐車場

国道357号 首都高速湾岸線

引上線

線路の増設（2面4線化）

昇降施設の増設により、更なるバリアフリー化

自由通路に面した駅舎の配置

東西自由通路

ビジネス協働支援施設 宿泊施設ラウンジ等 南屋上広場

中央自由通路 南側自由通路 南北貫通通路（北品川駅方面につながる通路）

ビジネス協働支援施設

中央屋上広場
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京 急グループ の発 展を牽引する
「 成 長トライ アン グ ル ゾ ーン 」

持続 可能な世界を目指した、　 自然 環 境に関する様々な施 策

「陸の玄関口」である品川、「空の玄関口」としてアジアを代

表する空港に発展する羽田、そして産業転換や大型客船受入

れ施設などの整備が進む「海の玄関口」横浜。これら3 つの

エリアを結ぶ「京浜臨海部」は、日本の成長を支えてきたエ

ンジンであり、当社グループの原点です。

当社ではこのエリアを「成長トライアングルゾーン」と位置

付け、そのポテンシャルを推進力として、京急沿線全体の発

展・活性化を目指す総合経営計画を推進しています。なかで

も、今後大規模な開発が行われ、交通網のさらなる進化によ

り飛躍的な発展が期待される品川エリアは、中期経営計画に

おいて特に重要な位置を占めています。

品川と各エリアとの
相互連携によって、
沿線の活性化を図る

2019

249,265

（t・CO2）

（年度）

108,483

▲60%
2019年度比

▲70%

中間目標
2019年度比

2024 2030 2035 2050

排出量実績 目標

実質
0

品川

羽田

横浜

日本の玄関口・羽田空港の
ポテンシャル最大化・活用

沿線全体の持続的発展を牽引する
品川駅周辺まちづくりの推進

川崎・横浜、持続的で
豊かな郊外生活圏におけるまちづくりの推進

品 川における取り組み

当社グループは、脱炭素社会の実現に向けた長期環境目標と

して「京急グループ 2050年カーボンニュートラル」を掲げ、

当社グループ全体での温室効果ガス排出量実質ゼロを目指し

ています。カーボンニュートラルに向けた大きな施策として、

2024 年度より、京急線全線において運行に使用する電力を

再生可能エネルギー由来の電力に置き換え、CO2 排出量実

質ゼロで運行しています。この取り組みによる効果は、年

間約 10 万トン、一般家庭に換算すると約 39,000 世帯分の

CO2 削減に相当します。

当社グループでは「小網代の森」や約 100ha の社有林の管

理・活用を行う「みうらの森林（もり）プロジェクト」等

を通じて、自然資本・生物多様性の保全を行っています。

自然資本・生物多様性の保全に関する施策を推進するため

に、当社は 2025 年6月にTNFD アダプター登録を実施し

ました。

長期環境目標
「京急グループ2050年カーボンニュートラル」の推進

自然資本・生物多様性保全

品川駅西口の再開発地区へ防災性と環境性に優れたエネル

ギーを供給することを目的として、東京ガスと共同で新会社

「京急 TG エナジーコネクト」を設立しました。災害時にも

稼働できるガスコージェネレーションシステムを導入し、

将来的には周辺地区にも供給を拡大予定。品川のまちづくり

とカーボンニュートラルに貢献します。

建物の省エネルギー化、自

然エネルギーの有効利用、

再生可能エネルギー由来の

電力利用および蓄熱槽の整

備等を通して、事務所用途

部分では ZEB Ready の基

準を達成し、2030 年にお

いてカーボンハーフの実現

を目指します。

日本の玄関口という象徴的な立地の開発であることから環境

配慮をより一層重視。高輪森の公園への接続、樹木の保存・

再移植など生物多様性保全にも力を注ぎます。オフィス部分

は、建築分野で世界的に普及している環境認証システムの

1 つ、米国グリーンビルディング協会「LEED® BD+C:Core 

and Shell」において GOLD ランクの取得を目指しています。

品川駅西口地区のエネルギーを担う新会社設立

品川駅街区地区南街区
（南-a）における環境配慮

品川駅西口地区A地区における環境配慮
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　私たちが目指す品川の将来像は、「こころと世界を動かす

つながりの湊」です。デジタル技術の進化により、効率的に

価値を得られる一方で、現実世界の体験価値が相対的に低下

しているのも事実です。しかし、五感を刺激する現実の体験

は、デジタルでは再現しきれない「感情の深度」を生み出し

ます。「偶然の出会い」や「思いがけない発見」が新たな価

値やアイデアの源泉となり、表情や間合い、沈黙といった非

言語的な要素が豊かな人間関係を育みます。このようなまち

において、当社は新しい価値共創室が中心となり、異分野の

共創パートナーとの接点づくりを進めています。これを活か

し品川では進出企業や地域の皆様、来訪者の皆様をつなぐ役

割を担い、共創環境の整備に取り組むとともに、未来の社会

を創る「社会を良くする仕組みづくり」を導いてまいります。

　交通の要衝として、日本全国、そして世界とつながる品川

は、多様な人々が現実世界で集い交流する拠点となるでしょ

う。当社の長期ビジョンにおいても、「移動」を戦略テーマ

の一つに掲げており、地域との共創を通じて移動環境の最適

化を図ってまいります。また、多様な新技術や価値観が交差

し、新たな機会や関係が生まれることで、品川のポテンシャ

ルは最大限に発揮されます。当社グループによるまちづくり

の効果は、リニア中央新幹線や羽田空港を通じて全国へ波及

し、東京という都市の競争力向上にも貢献します。さらに、

当社グループは羽田空港、京浜臨海部、郊外住宅街、都市近

郊リゾート三浦など、多様な沿線地域とのつなぎ役を担い、

品川が生み出す価値を沿線全体へと広げてまいります。

人が出会い、世界を動かすまちを目指して

品川から広がる、新たな価値

品川と京急電鉄　120年の歩み

大師電気鉄道として創業

- 1898 年

品川（八ツ山）停留場開業

- 1904 年

高輪停留場

（高輪ビルディング）開業

- 1925 年

省線品川駅へ乗り入れ開始

- 1933 年

快速特急（現：快特）の

運転開始

品川〜泉岳寺間開通 

泉岳寺駅開業

- 1968 年

京急第 1 ビルが完成

ウィング高輪営業開始

- 1983 年

羽田空港駅（現：羽田空港第

１・第２ターミナル駅）開業

- 1998 年

羽田空港国際線ターミナル駅

（現：羽田空港第３ターミナ

ル駅）開業

- 2010 年

「SHINAGAWA GOOS（シナガワ グース）」、 

「京急 EXイン 品川駅前」開業

- 2011 年

都市計画決定（品川駅西口地区A地区）

- 2022 年

都市計画決定（品川駅街区地区南街区）

- 2024 年

品川駅西口地区 A 地区開業（予定）

- 2029 年

ホテルパシフィック東京開業

- 1971 年

受け継いだ思いとともに、
品川から未 来を拓く

の整備を決定しました。こうして 1971 年に品川総合開発の

象徴として、またジャンボジェットの就航を目前にした国際

化時代の要請に応える施設として、高輪のみどりの静寂を感

じる「ホテルパシフィック東京」が誕生しました。また、同

時期には都営浅草線との直通運転を開始し、品川の価値を飛

躍的に高めました。

　そしていま、半世紀のときを経て、当時の思いを受け継ぎ

ながら、次世代の品川まちづくりが始動します。当社グルー

プは「まちの顔となり、まちの発展をリードする役割」を新

たな使命と捉え、品川駅周辺の事業に取り組みます。そのパ

ートナーとして、トヨタ自動車様をお迎えしました。トヨタ

自動車様はこの高輪の地を、モビリティーカンパニーへの変

革を推進する新たな拠点と位置付け、社外の多様なパートナ

―との共創により「ヒトが集い、シナジーを生む場」として

活用される予定です。当社の挑戦の歴史と立地特性が評価さ

れ、この地が選ばれました。

　江戸時代、東海道の宿場町として栄えた品川。京浜電気鉄

道がこの地に東京の起点を設けたのは、1904 年に遡ります。

1925 年には現在のウィング高輪の地に「高輪停留場」を開設、

駅構内に約20店舗を展開。駅ビルの先駆けとして地域に賑

わいをもたらしました。1933 年には現在の品川駅への乗り

入れを果たし、交通の要衝としての地位を確立していきます。

　戦後になると、当社は「品川駅周辺の整備をどこよりも率

先して担うべき使命がある」との強い思いのもと、東久邇宮

邸の敷地を取得。1 年以上にわたる役員間の議論を経て、社

会的要請に応える施設として、最先端技術を活用したホテル

この地で育んだ挑戦の心を、次の時代へ 

京浜急行電鉄株式会社
取締役社長

ひがしくにのみや
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【ご注意】

本資料の掲載内容は、制作時に確認した

情報をもとにしております。

最新の情報とは異なる場合がございます

ので、詳細や最新情報についてはお問い

合わせ先にてご確認ください。

【お問い合わせ先】

（受付時間）
9:00 〜 17:00 年末年始は休業
※営業時間は、変更になる場合がございます。

京急ご案内センター

03-5789-8686

045-225-9696


